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山
口
県
は
、
日
本
海
、
瀬
戸
内
海
、
響
灘
と
い
っ
た
自
然
条
件
の

異
な
る
三
方
の
海
に
開
け
て
お
り
、
離
島
振
興
法
で
は
七
地
域
二
一

島
が
指
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

島
の
特
徴
と
し
て
は
、
す
べ
て
一
部
離
島
で
、
約
三
分
の
一
の
島

が
面
積
一
平
方
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
未
満
、
大
き
い
島
で
も
約
一
六
平
方

キ
ロ
メ
ー
ト
ル
、人
口
も
二
人
か
ら
九
六
三
人（
平
成
二
二
年
国
勢
調
査
）

と
少
な
く
、
全
般
的
に
小
型
な
島
々
で
す
。
ま
た
、
ほ
と
ん
ど
の
島

が
本
土
側
の
中
心
都
市
か
ら
航
路
時
間
が
一
時
間
以
内
に
あ
り
、
本

土
と
極
め
て
近
接
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
多
島
海
の
美
し
い
景
観
の
中
に
浮
か
ぶ
島
々
は
、
瀬
戸
内

海
国
立
公
園
や
北
長
門
国
定
公
園
の
区
域
に
指
定
さ
れ
て
お
り
、
天

然
記
念
物
や
文
化
財
、
伝
統
文
化
な
ど
が
多
く
残
さ
れ
て
い
る
な
ど
、

豊
か
な
自
然
環
境
と
固
有
の
文
化
を
有
し
て
い
ま
す
。

（
1
）
山
口
県
離
島
振
興
研
究
会
の
発
足

　

こ
の
た
び
の
新
た
な
離
島
振
興
計
画
の
策
定
に
あ
た
り
、
平
成

二
三
年
一
一
月
、
離
島
を
有
す
る
県
内
一
一
市
町
の
職
員
等
か
ら
構

山
口
県
総
合
企
画
部
中
山
間
地
域
づ
く
り
推
進
課

山
口
県

離
島
振
興
計
画
に
つ
い
て

離
島
振
興
計
画
の
基
本
方
針
を
「
住
ん
で
み
た
い 

住
み
続
け
た
い 

活
力
に
満
ち
た
島
づ
く
り
」
と

定
め
た
山
口
県
。
こ
れ
ま
で
条
件
不
利
性
が
極
め
て
高
い
離
島
地
域
に
対
し
、
生
活
環
境
の
基
盤
整

備
な
ど
の
支
援
を
行
っ
て
き
た
が
、
振
興
計
画
の
作
成
を
機
に
市
町
か
ら
の
要
望
も
踏
ま
え
事
業
内

容
を
さ
ら
に
拡
充
し
た
。
今
後
は
離
島
活
性
化
交
付
金
も
活
用
し
な
が
ら
産
業
振
興
、
定
住
促
進
な

ど
に
も
積
極
的
に
取
り
組
ん
で
い
く
。

特
集

都
道
県
離
島
振
興
計
画

山
口
県
の
島
々
の
概
要

１
．

策
定
に
あ
た
っ
て
の
自
主
的
・
積
極
的
な
取
り
組
み

２
．
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成
さ
れ
る
「
山
口
県
離
島
振
興
研
究
会
」（
事
務
局
：
山
口
県
離
島
振
興

協
議
会
）
が
設
置
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
研
究
会
で
は
、
翌
年
に
期
限
を
迎
え
る
離
島
振
興
法
の
延

長
・
改
正
に
向
け
て
、
こ
れ
ま
で
の
離
島
振
興
対
策
の
成
果
や
離
島

の
現
状
と
課
題
、
今
後
の
離
島
振
興
対
策
の
新
た
な
視
点
と
方
向
性

に
つ
い
て
検
討
さ
れ
、
県
内
離
島
の
現
地
視
察
及
び
島
の
住
民
と
の

意
見
交
換
会
を
含
め
五
回
に
わ
た
り
会
議
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

同
研
究
会
に
お
け
る
検
討
結
果
は
、
報
告
書
と
し
て
取
り
ま
と
め

ら
れ
、
新
た
な
県
離
島
振
興
計
画
に
反
映
さ
せ
る
た
め
、
県
に
提
言

と
し
て
提
出
さ
れ
ま
し
た
。

●

（
2
）
市
町
離
島
振
興
計
画
案
を
積
極
的
に
反
映

　

離
島
振
興
法
第
四
条
に
基
づ
き
、
本
県
の
有
人
離
島
を
有
す
る
市

町
で
は
、
首
長
と
の
対
話
集
会
や
住
民
ア
ン
ケ
ー
ト
、
意
見
交
換
会

等
を
実
施
す
る
な
ど
、
地
域
の
実
情
に
応
じ
た
方
法
に
よ
り
意
見
が

集
約
さ
れ
、
そ
こ
で
出
さ
れ
た
住
民
意
見
等
が
反
映
さ
れ
た
「
市
町

離
島
振
興
計
画
案
」
が
作
成
さ
れ
ま
し
た
。

　

県
に
お
い
て
は
、
山
口
県
離
島
振
興
研
究
会
の
報
告
書
を
参
考
に

し
つ
つ
、
関
係
部
署
と
協
議
を
重
ね
、
市
町
か
ら
提
出
さ
れ
た
離
島

振
興
計
画
案
を
十
分
に
反
映
さ
せ
、
県
離
島
振
興
計
画
を
策
定
し
ま

し
た
。

離島振興対策実施地域

柱島群島柱島群島

周防大島諸島周防大島諸島

熊毛群島熊毛群島

周南諸島周南諸島

萩諸島萩諸島

端島端島

柱島柱島

情島情島

浮島浮島

前島前島

笠佐島笠佐島

平郡島平郡島

佐合島佐合島
馬島馬島

祝島祝島

牛島牛島

大津島大津島

野島野島

見島見島

相島相島

蓋井島蓋井島

六連島六連島

櫃島櫃島

大島大島

八島八島

黒島黒島

響灘諸島響灘諸島
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（
1
）
現
状
と
課
題

①
著
し
い
過
疎
化
と
高
齢
化
の
進
行

　

離
島
地
域
の
人
口
は
、
各
島
と
も
減
少
傾
向
に
あ
り
、
平
成
二
二

年
は
四
二
八
三
人
と
、
五
年
前
の
平
成
一
七
年
か
ら
一
四
・
四
パ
ー

セ
ン
ト
の
減
少
と
な
っ
て
お
り
、県
全
体
の
人
口
減
少
率
五
・
〇
パ
ー

セ
ン
ト
と
比
べ
て
も
、
離
島
地
域
の
人
口
は
著
し
い
ス
ピ
ー
ド
で
減

少
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
高
齢
化
率
も
、
平
成
二
二
年
に
は
県
全
体

の
二
八
パ
ー
セ
ン
ト
に
対
し
、
約
二
倍
の
五
四
・
五
パ
ー
セ
ン
ト
に

達
し
て
お
り
、
過
疎
化
・
高
齢
化
に
歯
止
め
が
か
か
ら
な
い
状
況
で

あ
り
、
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
維
持
・
再
生
が
喫
緊
の
課
題
と
な
っ

て
い
ま
す
。

②
離
島
に
お
け
る
産
業
構
造

　

就
業
人
口
に
占
め
る
第
一
次
産
業
の
割
合
を
み
る
と
、
県
全
体
で

は
五
〜
七
パ
ー
セ
ン
ト
台
で
あ
る
の
に
対
し
、
離
島
地
域
で
は
五
〇

パ
ー
セ
ン
ト
以
上
と
非
常
に
高
い
の
が
特
徴
で
あ
り
、
第
一
次
産
業

は
、
離
島
の
基
幹
産
業
と
し
て
、
長
く
地
域
経
済
を
支
え
て
き
ま
し

た
。
し
か
し
、
人
口
の
減
少
と
と
も
に
、
就
業
人
口
も
減
少
傾
向
に

あ
り
、
特
に
第
一
次
産
業
で
は
、
こ
の
一
〇
年
間
で
三
五
・
八
パ
ー

セ
ン
ト
減
少
し
て
お
り
、
後
継
者
の
育
成
が
喫
緊
の
課
題
と
な
っ
て

い
ま
す
。

●

（
2
）
振
興
の
方
向

　

離
島
に
は
、
豊
か
な
自
然
が
残
さ
れ
て
い
る
と
と
も
に
、
他
地
域

に
は
な
い
独
自
の
文
化
が
保
存
・
継
承
さ
れ
て
お
り
、
本
県
の
自
然

や
文
化
に
お
け
る
多
様
性
の
確
保
の
面
か
ら
、
大
き
な
役
割
を
果
た

し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
他
地
域
へ
の
新
鮮
な
魚
介
類
や
野
菜
、
果
物

な
ど
の
供
給
地
と
し
て
も
、
重
要
な
地
位
を
占
め
て
い
ま
す
。

　

こ
う
し
た
離
島
を
振
興
し
て
い
く
た
め
、
生
活
環
境
や
産
業
基
盤

の
整
備
等
に
取
り
組
ん
で
き
た
結
果
、
一
定
の
成
果
は
上
が
っ
て
い

る
も
の
の
、
依
然
と
し
て
、
人
口
減
少
に
歯
止
め
が
か
か
ら
ず
、
産

業
の
活
力
低
下
が
見
ら
れ
る
な
ど
、
厳
し
い
状
況
が
続
い
て
い
ま
す
。

　

今
後
も
、
自
然
的
、
社
会
的
条
件
か
ら
生
じ
る
基
礎
条
件
の
改
善

に
努
め
る
な
ど
、
住
民
の
生
活
の
安
定
や
福
祉
の
向
上
を
図
り
つ
つ
、

豊
か
な
自
然
に
恵
ま
れ
た
離
島
地
域
の
持
つ
特
性
を
生
か
し
た
産
業

振
興
、
定
住
・
交
流
を
促
進
し
、
離
島
の
人
口
減
少
の
抑
制
と
、
自

立
的
発
展
を
図
っ
て
い
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　

そ
の
た
め
、今
後
一
〇
年
間
の
基
本
的
な
離
島
振
興
の
方
向
を『
住

ん
で
み
た
い　

住
み
続
け
た
い　

活
力
に
満
ち
た
島
づ
く
り
』
と
定

め
ま
し
た
。

●

（
3
）
振
興
の
視
点

　

今
後
の
離
島
振
興
に
向
け
、
次
の
三
つ
の
視
点
に
留
意
し
て
施
策

を
推
進
し
て
い
き
ま
す
。

基
本
方
針

３
．
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①
安
心
・
安
全
で
住
み
良
い
生
活
環
境
の
整
備

　

住
民
が
安
心
し
て
住
み
続
け
ら
れ
る
よ
う
、
医
療
・
福
祉
、
交
通
、

情
報
通
信
等
の
整
備
を
進
め
る
と
と
も
に
、
安
全
な
生
活
を
確
保
す

る
た
め
、
防
災
体
制
の
強
化
等
を
図
っ
て
い
き
ま
す
。

②
多
様
な
地
域
特
性
を
生
か
し
た
産
業
の
振
興

　

離
島
に
お
け
る
農
水
産
業
は
、
重
要
な
基
幹
産
業
で
あ
り
離
島
の

暮
ら
し
を
支
え
る
就
業
の
場
で
あ
る
た
め
、
地
域
特
性
を
十
分
に
生

か
し
た
産
業
と
し
て
発
展
す
る
よ
う
、
そ
の
振
興
を
促
進
し
ま
す
。

③
幅
広
い
世
代
の
定
住
と
交
流
に
よ
る
活
性
化

　

離
島
地
域
が
幅
広
い
世
代
の
新
た
な
定
住
先
と
し
て
選
択
さ
れ
る

よ
う
、
魅
力
あ
る
島
づ
く
り
に
取
り
組
む
と
と
も
に
、
地
域
資
源
を

活
用
し
た
体
験
滞
在
型
の
交
流
活
動
を
促
進
し
ま
す
。

（
1
）
交
通
・
通
信
の
確
保

①
離
島
航
路

　

離
島
航
路
に
つ
い
て
は
、
一
つ
の
離
島
を
除
き
、
一
日
二
便
以
上

の
定
期
航
路
が
確
保
さ
れ
、
市
町
や
第
三
セ
ク
タ
ー
に
よ
っ
て
運
営

さ
れ
て
い
ま
す
が
、
県
内
一
四
航
路
の
合
計
欠
損
額
は
、
年
間
八
〜

一
〇
億
円
で
推
移
し
て
お
り
、
そ
の
運
営
に
は
国
、
県
、
市
町
か
ら

の
補
助
金
が
活
用
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

離
島
航
路
は
、
住
民
の
生
活
に
は
欠
か
せ
な
い
も
の
で
あ
り
、
産

業
や
観
光
に
お
い
て
も
重
要
な
役
割
を
担
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
航

路
事
業
者
の
安
定
運
営
と
航
路
運
賃
の
維
持
に
向
け
、
経
営
の
効
率

化
を
促
す
と
と
も
に
、
地
域
の
創
意
工
夫
を
生
か
し
た
交
流
活
動
を

通
じ
た
利
用
率
の
向
上
に
努
め
て
い
き
ま
す
。

　

ま
た
、
各
種
施
設
等
の
適
切
な
維
持
管
理
、
船
舶
や
乗
降
施
設
の

バ
リ
ア
フ
リ
ー
化
な
ど
に
努
め
ま
す
。

②
島
内
交
通

　

本
県
の
離
島
地
域
内
の
道
路
の
改
良
率
は
、
県
道
が
約
五
二
パ
ー

セ
ン
ト
、
市
町
道
は
三
〇
パ
ー
セ
ン
ト
弱
に
と
ど
ま
っ
て
お
り
、
特

に
家
屋
の
密
集
し
た
集
落
内
で
は
整
備
が
困
難
な
状
況
で
す
が
、
島

内
の
道
路
は
、
住
民
の
日
常
生
活
や
農
水
産
物
の
集
出
荷
な
ど
の
産

業
活
動
は
も
と
よ
り
、
災
害
時
の
避
難
経
路
と
し
て
も
重
要
な
社
会

資
本
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
適
切

な
維
持
管
理
と
必
要
な
施
設
整

備
を
推
進
し
て
い
き
ま
す
。

　

ま
た
、
高
齢
化
の
進
行
が
著

し
い
離
島
で
は
、
高
齢
者
の
移

動
手
段
に
つ
い
て
も
課
題
と

な
っ
て
お
り
、
高
齢
者
等
の
交

通
弱
者
へ
配
慮
し
た
島
内
交
通

の
確
保
に
も
努
め
ま
す
。

③
情
報
・
通
信

　

ブ
ロ
ー
ド
バ
ン
ド
サ
ー
ビ
ス

山
口
県
離
島
振
興
計
画
に
つ
い
て

分
野
別
計
画

４
．

田布施町馬島、平生町佐合島の2島は、航
路を統合した。
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に
つ
い
て
は
、
半
数
近
く
の
島
が
未
整
備
で
あ
り
、
整
備
地
域
に
つ

い
て
も
速
度
が
不
十
分
で
あ
る
な
ど
の
課
題
も
あ
り
、
民
間
事
業
者

へ
の
サ
ー
ビ
ス
拡
張
の
働
き
か
け
等
、
情
報
通
信
基
盤
の
整
備
促
進

に
向
け
た
取
り
組
み
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

●

（
2
）
産
業
の
振
興

　

本
県
の
離
島
の
基
幹
産
業
は
、
農
水
産
業
で
あ
り
、
そ
の
振
興
は

離
島
の
活
性
化
に
大
き
く
影
響
す
る
重
要
な
分
野
で
す
。

①
農
業

　

瀬
戸
内
海
側
で
は
温
州
み
か
ん
や
び
わ
、
日
本
海
側
で
は
ブ
ロ
ッ

コ
リ
ー
や
葉
た
ば
こ
、
響
灘
で
は
花
き
の
栽
培
が
盛
ん
で
す
が
、
担

い
手
の
高
齢
化
や
基
幹
品
目
で
あ
る
葉
た
ば
こ
の
需
要
の
減
少
に
よ

り
、
生
産
額
が
伸
び
悩
ん
で
い
ま
す
。
ま
た
、
担
い
手
不
足
な
ど
か

ら
耕
作
放
棄
地
も
増
え
て
い
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
状
況
に
対
応
す
る
た
め
、
新
た
な
担
い
手
や
後
継
者

の
育
成
・
確
保
に
努
め
る
と
と
も
に
、
高
齢
者
が
農
業
を
継
続
で
き

る
よ
う
、
農
作
業
の
機
械
化
や
農
道
の
整
備
な
ど
に
よ
り
農
作
業
の

労
力
の
軽
減
を
進
め
て
い
き
ま
す
。
ま
た
、
本
土
と
比
較
し
、
生
産

資
材
等
の
コ
ス
ト
の
負
担
が
大
き
い
離
島
に
お
い
て
、
競
争
力
強
化

を
図
る
た
め
、
特
産
品
開
発
や
ブ
ラ
ン
ド
化
、
高
品
質
高
付
加
価
値

型
の
産
地
育
成
に
努
め
て
い
き
ま
す
。

③
水
産
業

　

水
産
業
で
は
、
水
産
資
源
の
減
少
や
魚
価
の
低
迷
、
高
騰
す
る
燃

油
価
格
な
ど
、
漁
業
従
事

者
を
取
り
巻
く
環
境
は
厳

し
く
、
就
業
者
の
減
少
や

後
継
者
不
足
の
一
因
と

な
っ
て
い
ま
す
。

　

就
業
者
確
保
に
向
け
、

生
産
基
盤
の
整
備
や
就
業

希
望
者
へ
の
研
修
等
の
環
境
整
備
に
努
め
る
と
と
も
に
、
漁
場
の
整

備
・
開
発
や
放
流
事
業
の
実
施
な
ど
に
よ
る
栽
培
漁
業
の
推
進
や
、

漁
業
者
や
住
民
等
が
行
う
藻も

場ば

・
干
潟
等
の
保
全
活
動
へ
の
支
援
、

水
産
動
植
物
の
生
育
環
境
の
保
全
及
び
改
善
な
ど
を
図
り
ま
す
。

　

ま
た
、
本
土
と
比
較
し
流
通
コ
ス
ト
の
負
担
が
大
き
い
離
島
に
お

い
て
、
競
争
力
向
上
・
体
質
強
化
を
図
る
た
め
、
特
産
品
開
発
や
ブ

ラ
ン
ド
化
、
販
路
拡
大
に
努
め
ま
す
。

●

（
3
）
雇
用
機
会
の
拡
充
、
起
業
・
就
業
の
促
進

　

就
業
機
会
の
少
な
い
離
島
地
域
に
お
い
て
は
、
就
業
や
雇
用
の
場

の
創
出
と
、
就
業
者
の
安
定
的
な
収
入
の
確
保
等
が
課
題
と
な
っ
て

い
る
た
め
、
起
業
家
ニ
ー
ズ
に
応
じ
た
支
援
体
制
を
強
化
し
、
意
欲

あ
る
起
業
家
の
掘
り
起
し
を
図
り
ま
す
。

　

ま
た
、
地
域
の
農
林
水
産
資
源
を
活
用
し
、
生
産
や
暮
ら
し
に
根

差
し
た
起
業
活
動
を
行
う
女
性
起
業
家
を
育
成
し
、
就
業
・
雇
用
の

場
を
創
出
す
る
こ
と
に
よ
り
、
女
性
や
高
齢
者
の
安
定
的
な
収
入
を

下関市蓋井島の
エミューを活用
した特産品開発。
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確
保
し
、
社
会
的
・
経
済
的
自
立
を
図
り
ま
す
。

●

（
4
）
生
活
環
境
の
整
備

①
水
道
・
汚
水
処
理
・
ご
み
処
理

　

水
道
施
設
、
汚
水
処
理
、
ご
み
処
理
体
制
と
い
っ
た
、
基
礎
的
な

生
活
環
境
の
整
備
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
ま
で
も
取
り
組
ん
で
き
ま
し

た
が
、
水
道
に
つ
い
て
は
、
渇
水
期
等
の
水
道
用
水
の
不
足
や
ト
イ

レ
の
水
洗
化
な
ど
生
活
ス
タ
イ
ル
の
変
化
な
ど
に
よ
り
、
今
後
、
生

活
用
水
の
不
足
も
予
想
さ
れ
る
た
め
、
施
設
の
適
切
な
維
持
管
理
と

と
も
に
、
新
た
な
水
源
の
開
発
な
ど
を
進
め
て
い
く
必
要
が
あ
り
ま

す
。

　

汚
水
処
理
に
つ
い
て
は
、
健
康
で
快
適
な
生
活
環
境
を
確
保
す
る

た
め
、
ま
た
、
海
域
な
ど
公
共
用
水
域
の
水
質
保
全
の
た
め
、
農
漁

業
集
落
排
水
施
設
の
整
備
や
浄
化
槽
の
設
置
な
ど
の
汚
水
処
理
施
設

に
よ
る
処
理
が
必
要
で
す
が
、
生

活
用
水
の
不
足
な
ど
が
原
因
で
、

と
り
わ
け
し
尿
の
処
理
に
お
け
る

ト
イ
レ
の
水
洗
化
が
、
本
土
と
比

較
し
て
、
対
策
が
進
め
に
く
い
分

野
と
な
っ
て
い
ま
す
。
生
活
用
水

の
確
保
の
取
り
組
み
と
連
携
し
て
、

集
落
の
人
口
規
模
な
ど
に
応
じ
た

対
策
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

山
口
県
離
島
振
興
計
画
に
つ
い
て

萩市大島での新規就業者の受け入れ。

光市牛島の焼却炉。
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ま
た
、
ご
み
処
理
は
、

本
土
処
理
を
基
本
と
し
、

可
燃
ご
み
な
ど
に
つ
い
て

は
一
部
の
離
島
に
お
い
て

島
内
で
処
理
さ
れ
て
い
ま

す
。
島
内
処
理
し
て
い
る

島
に
つ
い
て
は
、
適
切
な

処
理
施
設
の
整
備
を
進
め

る
と
と
も
に
、
本
土
に
お

い
て
処
理
し
て
い
る
離
島

に
つ
い
て
は
、
本
土
へ
の

安
定
し
た
輸
送
体
制
の
確

保
に
努
め
て
い
き
ま
す
。

②
消
防

　

い
ず
れ
の
島
も
常
備
消

防
が
設
置
さ
れ
て
お
ら
ず
、

非
常
備
消
防
が
大
き
な
役

割
を
担
っ
て
い
ま
す
が
、

消
防
団
員
の
減
少
や
高
齢
化
の
進
行
な
ど
に
よ
り
、
消
防
体
制
の
弱

体
化
が
懸
念
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
た
め
、
住
民
の
防
災
意
識
を
高
め
る
と
と
も
に
、
団
員
の
確

保
や
自
主
防
災
組
織
の
育
成
な
ど
を
は
じ
め
、
消
防
用
機
械
器
具
の

計
画
的
な
更
新
や
防
災
水
槽
の
設
置
に
よ
る
消
防
用
水
の
確
保
を

図
っ
て
い
き
ま
す
。

●

（
5
）
医
療
の
確
保

　

離
島
で
安
心
し
て
生
活
し
て
い
く
た
め
に
は
、

医
療
の
確
保
は
重
要
な
位
置
を
占
め
て
い
ま
す
が
、

医
師
の
常
駐
は
全
体
の
二
五
パ
ー
セ
ン
ト
に
も
達

し
て
い
な
い
状
況
で
す
。

　

ほ
と
ん
ど
の
島
で
は
、
週
一
〜
二
回
の
巡
回
診

療
が
実
施
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
常
駐
医
師
が
い
な

い
離
島
で
は
、
緊
急
時
の
患
者
搬
送
を
島
内
の
漁

船
所
有
者
に
依
存
し
て
い
る
ケ
ー
ス
が
多
く
、
住

民
の
高
齢
化
に
よ
り
、
今
後
は
こ
の
方
法
も
困
難

に
な
る
こ
と
が
危
惧
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

そ
の
た
め
、
引
き
続
き
、
巡
回
診
療
や
医
師
派

遣
等
、
診
療
体
制
の
確
保
を
は
じ
め
、
救
急
艇
の

確
保
や
、
ド
ク
タ
ー
ヘ
リ
の
運
行
に
よ
る
救
急
医

療
体
制
の
充
実
に
努
め
る
と
と
も
に
、
安
心
安
全

に
妊
娠
・
出
産
が
で
き
る
環
境
づ
く
り
を
進
め
て

い
き
ま
す
。

●

（
6
）
介
護
サ
ー
ビ
ス
の
確
保
、
高
齢
者
等
の
福
祉
の
増
進

　

高
齢
化
の
著
し
い
離
島
に
お
い
て
は
、
や
は
り
福
祉
の
充
実
を
望

む
声
は
多
く
、
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
や
在
宅
介
護
支
援
セ
ン
タ
ー
等
の
整

岩国市柱島では救急輸送艇が整備されている。
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備
も
行
わ
れ
て
い
ま
す
が
、
依

然
と
し
て
島
内
で
は
十
分
な

サ
ー
ビ
ス
を
受
け
に
く
い
状
況

も
あ
る
た
め
、
介
護
サ
ー
ビ
ス

事
業
者
の
参
入
を
促
進
す
る
と

と
も
に
、
島
内
で
の
介
護
人
材

を
養
成
・
確
保
す
る
な
ど
、

サ
ー
ビ
ス
提
供
体
制
の
整
備
・

充
実
に
努
め
て
い
き
ま
す
。

　

ま
た
、
若
者
の
流
出
が
進
み
、

保
育
所
が
あ
る
の
は
三
島
の
み

で
す
が
、
離
島
に
お
い
て
も
安
心
し
て
子
育
て
が
で
き
る
よ
う
、
保

育
所
等
の
適
正
管
理
や
子
育
て
家
庭
の
サ
ポ
ー
ト
な
ど
、
子
育
て
環

境
の
整
備
を
支
援
し
て
い
き
ま
す
。●

（
7
）
教
育
及
び
文
化
の
振
興

①
教
育

　

小
中
学
校
が
あ
る
離
島
は
一
〇
島
あ
り
ま
す
が
、
今
後
も
年
少
人

口
の
減
少
が
予
想
さ
れ
、
休
校
あ
る
い
は
閉
校
す
る
学
校
が
新
た
に

生
じ
る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。

　

こ
う
し
た
中
、
豊
か
な
自
然
や
少
人
数
の
特
徴
を
生
か
し
て
子
ど

も
た
ち
の
心
身
の
成
長
を
図
る
こ
と
を
目
的
に
、
本
土
か
ら
児
童
生

徒
を
受
け
入
れ
る
な
ど
の
取
り
組
み
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。
離
島
地

域
に
お
け
る
小
中
学
校
の
存
続
は
、
地
域
の
実
情
に
根
ざ
し
た
教
育

を
実
践
す
る
上
で
、
ま
た
、
地
域
の
文
化
の
担
い
手
を
育
成
し
て
い

く
上
で
も
重
要
で
あ
る
た
め
、
施
設
の
整
備
・
充
実
に
つ
い
て
も
検

討
を
進
め
な
が
ら
、
こ
の
よ
う
な
取
り
組
み
が
円
滑
に
進
め
ら
れ
る

よ
う
支
援
し
て
い
き
ま

す
。

　

本
県
の
離
島
に
は
高

校
が
な
く
、
進
学
す
る

に
は
本
土
の
高
校
へ
通

学
す
る
か
、
若
し
く
は

下
宿
が
必
要
と
な
る
た

め
、
通
学
費
や
居
住
費

等
の
経
済
的
負
担
へ
の

支
援
に
努
め
る
こ
と
と

し
て
い
ま
す
。

②
文
化

　

本
県
の
離
島
地
域
に

は
、
県
の
指
定
無
形
民

俗
文
化
財
に
指
定
さ
れ

て
い
る
神
事
な
ど
、
極

め
て
地
方
色
豊
か
な
無

形
の
民
俗
文
化
財
な
ど

が
多
く
伝
承
さ
れ
て
い

山
口
県
離
島
振
興
計
画
に
つ
い
て 柳井市平郡島ではデイサービスセンターの

施設整備。

防府市野島の島外
（市内）の児童・
生徒も受け入れて
いる「茜島シーサ
イドスクール」。
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盤
整
備
に
努
め
て
い
く
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

●

（
9
）
他
地
域
と
の
交
流
の
促
進

　

離
島
地
域
で
は
、
豊
か
な
地
域
資
源
を
活

用
し
て
、
住
民
が
中
心
と
な
り
、
地
域
の
伝

統
文
化
を
生
か
し
た
交
流
活
動
や
、
農
漁
業

体
験
と
い
っ
た
体
験
型
交
流
イ
ベ
ン
ト
が
行

わ
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
Ｕ
タ
ー
ン
者
が
漁

家
民
宿
を
開
業
し
、
来
島
者
が
増
え
る
な
ど
、

地
域
の
特
性
を
生
か
し
た
活
動
も
展
開
さ
れ

て
い
ま
す
。

　

今
後
も
、
地
域
の
創
意
工
夫
を
生
か
し
た

交
流
活
動
を
実
施
し
て
い
く
た
め
、
受
け
入

れ
組
織
等
の
体
制
を
整
備
す
る
と
と
も
に
、

交
流
人
材
の
育
成
や
、
拠
点
整
備
、
情
報
発

信
に
も
努
め
、
受
け
入
れ
体
制
の
確
保
・
充

実
を
図
っ
て
い
き
ま
す
。

●

（
10
）
自
然
環
境
の
保
全
・
再
生

①
生
態
系
の
維
持
・
回
復

　

離
島
地
域
は
、
他
地
域
と
海
で
隔
て
ら
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
固

有
種
が
多
く
生
息
・
生
育
す
る
な
ど
豊
か
な
自
然
環
境
を
有
し
て
お

り
、
こ
れ
か
ら
も
地
域
固
有
の
生
態
系
を
保
全
・
再
生
し
て
い
く
こ

ま
す
が
、
人
口
の
減
少
や

少
子
高
齢
化
の
進
行
、
生

活
様
式
の
都
市
化
な
ど
、

伝
承
活
動
に
多
く
の
課
題

も
あ
り
ま
す
。
こ
う
し
た

離
島
地
域
の
文
化
は
、
県

民
の
貴
重
な
文
化
的
資
産

と
し
て
、
ま
た
重
要
な
観

光
資
源
と
し
て
も
期
待
さ

れ
て
い
る
た
め
、
担
い
手

の
育
成
な
ど
保
存
・
活
用

策
を
講
じ
て
い
き
ま
す
。

●

（
8
）
観
光
の
開
発

　

こ
れ
ま
で
地
域
な
ら
で

は
の
埋
も
れ
た
観
光
資
源

を
発
掘
し
、
地
域
住
民
が

コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
ト
役
や
案

内
役
と
な
っ
た
体
験
交
流

プ
ロ
グ
ラ
ム
の
企
画
・
旅

行
商
品
化
を
進
め
て
き
ま
し
た
が
、
今
後
は
、
農
業
体
験
や
漁
業
体

験
と
い
っ
た
農
林
水
産
分
野
の
観
光
メ
ニ
ュ
ー
の
開
発
な
ど
、
体

験
・
滞
在
型
の
観
光
を
推
進
す
る
と
と
も
に
、
積
極
的
な
P
R
や
基

上関町祝島の県指定無形民俗文化財「神舞（かんまい）」。
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と
が
重
要
と
な
っ
て
い
ま
す
。
そ
の
た
め
、
野
生
鳥
獣
の
捕
獲
規
制

等
に
よ
り
適
切
な
管
理
を
行
い
、
自
然
環
境
の
保
全
に
努
め
、
希
少

野
生
動
植
物
種
に
つ
い
て
は
、
捕
獲
・
採
取
等
の
規
制
を
行
い
ま
す
。

②
海
岸
漂
着
物
等
の
処
理

「
山
口
県
海
岸
漂
着
物
対
策
推
進
地
域
計
画
」
に
基
づ
き
、
海
岸
漂

着
物
等
の
円
滑
な
処
理
や
発
生
抑
制
対
策
等
に
つ
い
て
計
画
的
に
取

り
組
み
を
進
め
ま
す
。

●

（
11
）
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
利
用
促
進

　

エ
ネ
ル
ギ
ー
の
自
給
率
の
向
上
、
地
球
温
暖
化
対

策
、
災
害
時
の
自
主
電
源
の
確
保
と
い
う
観
点
か
ら
、

離
島
に
お
い
て
も
、
太
陽
光
や
太
陽
熱
、
風
力
、
バ

イ
オ
マ
ス
な
ど
の
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
利
用
を

推
進
し
ま
す
。

●

（
12
）
国
土
保
全
施
設
等
の
整
備
そ
の
他
防
災
対
策

　

離
島
に
お
い
て
災
害
が
発
生
し
た
場
合
、
島
外
へ

の
緊
急
避
難
な
ど
が
必
要
と
な
る
こ
と
も
あ
り
ま
す

が
、
移
動
手
段
が
離
島
航
路
の
み
で
は
時
間
を
要
し
、

島
内
に
孤
立
し
て
し
ま
う
お
そ
れ
が
あ
る
た
め
、
漁

船
や
県
内
事
業
者
が
所
有
す
る
船
舶
を
、
災
害
時
の

住
民
避
難
や
、
救
助
部
隊
、
支
援
物
資
等
の
輸
送
手

段
と
し
て
迅
速
に
確
保
で
き
る
よ
う
民
間
事
業
者
と

災
害
時
の
協
定
を
結
ん
で
い
ま
す
。
今
後
も
、
民
間
事
業
者
と
連
携

を
図
り
な
が
ら
、
災
害
時
の
孤
立
化
対
策
に
努
め
て
い
き
ま
す
。

　

ま
た
、
台
風
や
地
震
な
ど
に
よ
る
高
潮
や
海
岸
浸
食
な
ど
の
水
害

を
は
じ
め
、
急
傾
斜
地
も
多
く
、
土
砂
災
害
が
発
生
す
る
危
険
性
も

あ
る
た
め
、
海
岸
保
全
施
設
の
整
備
を
進
め
、
国
土
の
保
全
、
住
民

の
孤
立
化
防
止
を
図
っ
て
い
く
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。●

（
13
）
離
島
の
振
興
に
寄

与
す
る
人
材
の
確
保
育
成

　

本
県
離
島
地
域
で
は
、

概
し
て
、
著
し
い
人
口
減

少
・
高
齢
化
の
進
行
に
よ

り
、
地
域
の
活
力
が
低
下

し
、
今
後
、
集
落
機
能
の

維
持
が
困
難
と
な
る
地
域

が
出
て
く
る
可
能
性
も
あ

り
、
離
島
に
お
け
る
地
域

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
維
持
・

再
生
は
喫
緊
の
課
題
と

な
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
う
し
た
状
況
に
対
応

し
、
離
島
地
域
の
活
力
を

維
持
し
て
い
く
た
め
に
は
、

山
口
県
離
島
振
興
計
画
に
つ
い
て

周防大島町浮島での体験型修学旅行の受け入れ。
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住
民
が
主
体
と
な
っ
て
地
域
の
課
題
を

解
決
し
て
い
く
体
制
づ
く
り
が
重
要
と

考
え
て
い
ま
す
。

　

住
民
や
行
政
等
が
協
働
し
て
、
集
落

を
超
え
て
広
域
で
支
え
あ
う
新
た
な
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
組
織
づ
く
り
を
進
め
、
住

民
自
ら
が
地
域
の
課
題
や
資
源
を
点
検

し
、
地
域
の
将
来
像
を
描
く
「
地
域
の

夢
プ
ラ
ン
」
の
作
成
と
そ
の
実
現
に
向

け
た
取
り
組
み
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

　

ま
た
、
地
域
づ
く
り
の
担
い
手
と
な

る
人
材
を
確
保
・
育
成
す
る
た
め
に
、

島
出
身
者
や
Ｕ
Ｊ
Ｉ
タ
ー
ン
者
と
の
連

携
、
地
域
お
こ
し
協
力
隊
等
の
外
部
人

材
の
導
入
な
ど
、
地
域
づ
く
り
の
新
た

な
担
い
手
と
な
る
多
様
な
人
材
の
確
保

を
推
進
し
て
い
き
ま
す
。

（
1
）
柱
島
群
島
（
端は

島し
ま

・
柱
島
・
黒
島
）

　

産
業
基
盤
及
び
生
活
環
境
等
に
関
す
る
地
域
格
差
の
是
正
や
定
住

の
促
進
に
よ
り
、
著
し
い
人
口
減
少
に
歯
止
め
を
か
け
る
こ
と
を
目

的
と
し
て
、取
り
組
み
を
推
進
し
ま
す
（
表

１
）。

●

（
2
）
周
防
大
島
諸
島
（
情
な
さ
け

島じ
ま

・
浮う
か

島し
ま

・

前
島
・
笠か
さ

佐さ

島じ
ま

）

　

本
土
と
比
較
し
立
ち
遅
れ
て
い
る
交
通
、

産
業
基
盤
、
医
療
及
び
福
祉
等
の
環
境
を

改
善
す
る
と
と
も
に
、
豊
か
な
環
境
と
基

幹
産
業
で
あ
る
水
産
業
を
基
盤
と
し
た
地

域
振
興
と
社
会
基
盤
の
整
備
を
離
島
振
興

の
視
点
と
し
、
官
民
協
働
に
よ
る
総
合
的

な
施
策
を
展
開
し
ま
す
（
表
２
）。

●

（
3
）
平へ
い

郡ぐ
ん

島と
う

　

産
業
基
盤
の
整
備
に
努
め
る
と
と
も
に
、

本
地
域
の
特
性
を
生
か
し
た
個
性
あ
る
振

興
策
を
講
じ
、
住
民
の
生
活
の
安
定
と
福

祉
の
向
上
を
図
っ
て
い
き
ま
す
（
表
３
）。

●

（
4
）
熊
毛
群
島
（
馬
島
・
佐さ

合ご
う

島じ
ま

・
祝
い
わ
い

島し
ま

・
八や

島し
ま

）

　

産
業
基
盤
及
び
生
活
環
境
の
整
備
等
が
劣
位
に
あ
る
状
況
を
改
善

す
る
と
と
も
に
、
地
域
の
特
性
を
生
か
し
、
各
種
基
盤
の
整
備
、
活

用
、
多
様
な
手
段
の
展
開
等
を
進
め
、
個
性
豊
か
で
安
心
し
て
住
み
、

周南市大津島では、ふるさと便りを集落ごとに作成し島出身者へ発送。

島
別
振
興
計
画

５
．
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山
口
県
離
島
振
興
計
画
に
つ
い
て

表１　柱島群島（端島・柱島・黒島）振興計画

安心・安全で住み良い
生活環境の整備

多様な地域特性を生かした
産業の振興

幅広い世代の
定住と交流による活性化

・船舶の安全確保のための港湾
施設等の整備

・露地野菜栽培のための集出荷
施設等の整備

・眺望場所としての柱島城跡等
の整備

・高速通信が可能となる無線に
よる環境整備

・水産資源を活用した特産加工
品等の開発

・島出身者とのネットワークづ
くりの推進

表２　周防大島諸島（情島・浮島・前島・笠佐島）振興計画

安心・安全で住み良い
生活環境の整備

多様な地域特性を生かした
産業の振興

幅広い世代の
定住と交流による活性化

・浮島への診療所設置の検討 ・農水産物の輸送コスト低減検
討、漁場保全

・スナメリを生かした観光メ
ニュー開発検討

・高校生の通学費や寮費等に対
する支援 ・栽培漁業や放流事業の推進 ・体験交流事業受け入れ体制の

構築

表３　平郡島振興計画

安心・安全で住み良い
生活環境の整備

多様な地域特性を生かした
産業の振興

幅広い世代の
定住と交流による活性化

・介護スタッフの育成確保 ・山口型放牧の推進による畜産
の振興

・農漁業体験、ホームステイ等
の交流促進

・居住可能な住宅を発掘、空き
家を有効活用

・農畜水産物の輸送費の軽減措
置 ・島出身者を活用した島のPR

表４　熊毛群島（馬島・佐合島・祝島・八島）振興計画

安心・安全で住み良い
生活環境の整備

多様な地域特性を生かした
産業の振興

幅広い世代の
定住と交流による活性化

・バキュームカー及び貯留タン
クの設置検討

・漁業就業者確保育成事業の推
進

・外部人材との協働による島づ
くりの推進

・アイランドヘルパーによる医
療体制確保

・遊漁や潮干狩り客誘引に向け
た情報発信

・体験学習等を通じた定住環境
づくり

・災害発生時の避難体制、避難
施設等の整備

・特産品開発、ブランド化、販
路の開拓

・日曜市、島の朝市等の開催の
推進
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※今年度は、既存施設の改修や補修、バリアフリー化など8島8事業を採択しています。

表５　周南諸島（牛島・大津島・野島）振興計画

安心・安全で住み良い
生活環境の整備

多様な地域特性を生かした
産業の振興

幅広い世代の
定住と交流による活性化

・牛島航路待合所の整備推進 ・栽培漁業の推進による水産資
源の保護育成

・モクゲンジ見学ツアーなどの
観光商品開発

・島内の公共交通手段を充実し
利便性を向上 ・イノシシ被害防止対策の推進 ・自然や歴史を活用した体験滞

在型観光推進

・軽可搬ポンプ等の消火資機材
の整備充実

・関係機関と連携した漁業後継
者の確保育成

・島外からの交流活動を担う人
材確保

表６　響灘諸島（蓋井島・六連島）振興計画

安心・安全で住み良い
生活環境の整備

多様な地域特性を生かした
産業の振興

幅広い世代の
定住と交流による活性化

・住民ニーズを踏まえた代替船
の建造

・花き農家が共同利用できる施
設等の整備

・民宿を利用した滞在型の観光
施策の推進

・文化的・歴史的地域の資源の
保存活用・PR

・密漁防止のための監視船によ
る取締り強化

・里親制度等の都市住民受け入
れ体制づくり

表７　萩諸島（見島・大島・相島・櫃島）振興計画

安心・安全で住み良い
生活環境の整備

多様な地域特性を生かした
産業の振興

幅広い世代の
定住と交流による活性化

・船舶の更新も踏まえた航路環
境の整備

・流通コスト、輸送コストの低
減対策

・釣り大会、農業体験などのイ
ベント開催

・総合福祉複合施設及び診療所
等の一体的整備検討

・6次産業化を視野に入れた特
産品の開発の検討

・「萩諸島連絡協議会」を中心
とした後継者育成・島内間交
流

表８　離島の定住・交流サポート事業
事業主体 市町

事業内容 生活環境基盤整備（廃棄物処理施設、し尿処理施設、離島航路待合所等）
交流基盤整備（情報受発信施設、観光振興施設、文化・スポーツ交流施設等）

補助率 財政力指数が県平均以上の市町が実施する事業・・・1/3以内
財政力指数が県平均未満の市町が実施する事業・・・1/2以内

補助限度額 1事業当たりの上限額（25,000千円）及び下限額（1,000千円）

平成24年度
実績

4市町6島（事業費 57,181千円、補助額 23,841千円）
老朽化や台風等災害時への対応を図るため物揚場の整備、生活道路の拡幅、待合所の
移設防火水槽の設置
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本
県
で
は
、
平
成
一
四
年
度
に
、
地
域
対
策
と
し
て
条
件
不
利
性

が
極
め
て
高
い
離
島
地
域
に
限
定
し
た
「
元
気
な
島
づ
く
り
サ
ポ
ー

ト
事
業
」
を
創
設
し
、
離
島
の
生
活
環
境
の
基
盤
整
備
や
他
地
域
と

の
交
流
促
進
の
た
め
の
基
盤
整
備
に
対
し
、
支
援
を
行
っ
て
き
ま
し

た
。

　

こ
の
た
び
、新
た
な
離
島
振
興
計
画
の
策
定
を
機
に
、名
称
を
「
離

島
の
定
住
・
交
流
サ
ポ
ー
ト
事
業
」
と
改
め
、
ま
た
、
市
町
か
ら
の

要
望
も
踏
ま
え
、
事
業
費
が
比
較
的
少
額
の
も
の
に
も
対
応
で
き
る

よ
う
、
補
助
限
度
額
の
下
限
を
引
き
下
げ
ま
し
た
（
表
８
）。

　

今
後
は
、
こ
れ
ま
で
に
整
備
さ
れ
た
生
活
環
境
・
産
業
基
盤
等
を

十
分
に
活
用
し
な
が
ら
、
更
な
る
改
善
に
取
り
組
む
と
と
も
に
、
国

の
離
島
活
性
化
交
付
金
等
を
活
用
し
つ
つ
、
修
学
や
妊
婦
健
診
等
の

支
援
や
産
物
の
流
通
コ
ス
ト
の
低
廉
化
、
空
き
家
の
活
用
な
ど
の
ソ

フ
ト
対
策
に
重
点
を
置
き
、「
住
ん
で
み
た
い　

住
み
続
け
た
い　

活
力
に
満
ち
た
島
づ
く
り
」
に
向
け
て
、
離
島
振
興
施
策
を
進
め
て

い
き
ま
す
。 

■

山
口
県
離
島
振
興
計
画
に
つ
い
て

活
動
し
、
交
流
を
活
性
化
で
き
る
よ
う
に
す
る
こ
と
を
通
じ
て
、
自

立
的
発
展
に
向
け
た
基
盤
を
つ
く
っ
て
い
き
ま
す（
表
４
）。

●

（
5
）
周
南
諸
島
（
牛う

島し
ま

・
大
津
島
・
野
島
）

　

地
域
の
実
情
に
即
し
た
定
住
環
境
の
向
上
に
取
り
組
み
、
地
域
の

特
性
を
生
か
し
た
産
業
の
振
興
を
図
り
、
さ
ら
に
は
多
様
な
主
体
が

参
画
す
る
地
域
間
交
流
に
努
め
る
こ
と
に
よ
り
、
安
心
し
て
暮
ら
す

こ
と
が
で
き
る
島
づ
く
り
、
自
然
や
歴
史
な
ど
の
豊
か
な
地
域
資
源

を
最
大
限
活
用
し
た
島
づ
く
り
を
進
め
、
定
住
促
進
を
実
現
し
て
い

き
ま
す
（
表
５
）。

●

（
6
）
響
灘
諸
島
（
蓋ふ
た

井お
い

島じ
ま

・
六む

連つ
れ

島じ
ま

）

　

本
土
と
の
地
域
間
格
差
の
拡
大
を
抑
制
し
、
島
内
人
口
の
減
少
傾

向
に
歯
止
め
を
か
け
地
域
間
交
流
の
促
進
、
定
住
の
促
進
を
実
現
す

る
た
め
に
、
個
性
豊
か
で
活
力
に
満
ち
あ
ふ
れ
た
魅
力
あ
る
島
づ
く

り
を
目
指
し
ま
す
（
表
６
）。

●

（
7
）
萩
諸
島
（
見
島
・
大
島
・
相
島
・
櫃ひ

つ

島し
ま

）

　

地
域
の
実
情
に
即
し
た
定
住
環
境
を
向
上
さ
せ
る
と
と
も
に
、
地

域
の
特
性
を
生
か
し
た
産
業
の
振
興
を
図
り
、
さ
ら
に
は
多
様
な
主

体
が
参
画
す
る
地
域
間
交
流
に
努
め
る
こ
と
に
よ
り
、
個
性
と
魅
力

あ
る
島
づ
く
り
を
目
指
し
、定
住
促
進
を
実
現
し
て
い
き
ま
す
（
表
７
）。

離
島
振
興
施
策
の
充
実

６
．


